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我々大人が、出会うすべての子どもの権利を守る 

 

副 校長   石津  孝 介  

最近、「子どもの権利」を守るための動き、取

組が報道されるようになりました。「子どもの権

利は大切」と言うと、誰もが納得することでしょ

う。しかし、「子どもの権利を守るって、例えば

誰が、どのように。」と尋ねられたら、大人一人

一人の回答は違ってくるのではないかと思いま

す。また、思いのあまり見失っていることもある

かもしれません。私も日々考えているところです

が、１つの答えとして「我々大人が、出会うすべ

ての子どもの権利を守る」ことではないかと考え

ています。 

「児童の権利に関する条約（子どもの権利条

約）」というものがあります。これは、子どもの

基本的人権を国際的に保障するために作られた

条約で、１９８９年の国連総会において採択さ

れ、１９９０年に発効しました。日本も１９９４

年に批准していますが、国内法の整備が十分でな

いと指摘される状況があり、関係各所で対応がす

すめられています。 

「子どもの権利条約」では、４つの原則が示さ

れています。 

・生命、生存及び発達に対する権利 

（命を守られ成長できること） 

・子どもの最善の利益 

（子どもにとって最も良いこと） 

・子どもの意見の尊重 

（意見を表明し参加できこと） 

・差別の禁止 

 この原則に基づくと、例えば「命が守られ、心

も体も十分に成長できること」「その子どもにと

って最もよいことは何かを第一に考えること」

「子どもは自分に関係することについて自由に

意見を表すこと、大人は意見を聞いて十分に考慮

すること」「人種、国籍、性、意見、障害等によ

る差別のないこと」が大切なようです。そして、

我々大人が、子どもの権利を守るカギなのだなあ

と思います。 

 そう考えると、私は教員として、一人の親とし

て、特に「その子どもにとって最もよいこと」を

懸命に考えていると自信をもって言えます。しか

し、子どもは別人格ですから、話せば意見が違う

こともしばしば。思うようにいかないので、悩ま

しいです。子どもの人権を守るとなると、「自分

の考えが絶対ではない」のだなあと思います。大

人として、意見を押し通すのではなく子どもの意

見を聞いて理解する、言い合いや喧嘩があればど

ちらの子どもの話も尊重するように気を付けた

いと思います。また、親として、我が子と関わる

すべての子どもにもそうしたいと思っています。 

 学校経営方針「子どもたち一人一人を大切にす

る学校」と「子どもの権利を守る」は似ています。

「子どもの権利を守る」ことの具体を、保護者・

地域・学校で考えられればと思います。 

（参考：日本ユニセフ協会ホームページ 

 https://www.unicef.or.jp/about_unicef/ 

  about_rig.html）  
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